
　　　　

R8 年 2 月 5 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 共に生き、共にしあわせに

事業所名 放課後等デイサービス　あおぞら舞子 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・タイムタイマーや視覚支援を活用して見通しを持った自主的な行動につなげる支援する
・カレンダー工作や壁面工作を通して季節を感じる
・集団遊びやお買い物体験、お出かけを通してルール理解を支援する

・みんなの会等を通して自分の気持ちや意見を伝えたり、相手の意見を聞く機会を作る
・視覚支援を使用し、自分の気持ちを相手に伝えられるように支援する

・花いちもんめなど集団遊びを通じて、役割やルールなど友達との協同、適切な人間関係の形成を促す
・公園、図書館、工場見学などのお出かけやSSTを通して、社会に適応するために必要なスキルの獲得を支援する
・自分の感情や気持ちに関心を持ち、情緒の安定を図れるように支援する

支援方針 それぞれ将来の日常生活においての自立、社会性の向上を見据え個々に必要な支援をし、笑顔で楽しいと感じることを大切にする

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ・カヌー体験　・デイキャンプ　・工場見学　・外食体験　・昼食、おやつクッキング　・お誕生日会　・公共施設へのおでかけ　・季節の行事

（別添資料１）

家族支援
・家族からの相談や悩みに対しての助言
・保護者会開催等、保護者同士の交流の機会を提供します
・家族の休息、リフレッシュ

移行支援 ・学校や関係機関への情報共有

地域支援・地域連携 ・関係する放デイや相談事業所との情報共有 職員の質の向上

新人職員研修、メンター制度、虐待防止研修、身体拘束適正化委員会研
修、感染症防止研修、安全衛生委員会の実施、不審者訓練、避難訓練、外
部・内部研修の実施、療育会議、目標管理制度

支　援　内　容

・健康状態の把握
・自分で身支度や物の管理等ができるようになる為に基本的生活スキルの獲得を支援する

・サーキット、体幹トレーニング、体操教室などの活動を通して日常生活に必要な動作の基本的技能の向上を支援する
・ダンス、音楽遊び、色分け玉入れ、風船運び等の活動を通して保有する感覚を活用できる支援する
・感覚の特性をふまえた環境調整をする
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	支援プログラム参考様式

